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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】多くの裁縫道具を収容可能で、しかも小型に形
成できるだけでなく、比較的長尺で重量のある裁縫道具
を適切に収納して、狭い机の上でも落下の危険を可能な
限り防止できるようにした裁縫道具箱を提供する。
【解決手段】内側に収容空間Ｓを有する箱状の本体１１
と、該本体を開閉する蓋部１４と、該蓋部の内側に一辺
が前記本体側に接合され、前記本体上に載置可能とした
中蓋状の押え部材１５とを備えており、前記蓋部の裏側
に複数の裁縫道具のうちの一部のものを保持するための
収容保持部が形成されており、かつ、前記本体の前記収
容空間の一部を仕切ることにより、前記保持した一部の
裁縫道具Ｈを移動して、立てた状態で支持する支持手段
３１を有する。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　内側に収容空間を有する箱状の本体と、
　該本体に対して開閉自在に固定された蓋部と
　を備え、
　前記蓋部の裏側に複数の裁縫道具のうちの一部のものを保持するための収容保持部が形
成されており、
　かつ、前記本体の前記収容空間の一部を仕切ることにより、前記保持した一部の裁縫道
具を移動して、立てた状態で支持する支持手段を有する
　ことを特徴とする裁縫道具箱。
【請求項２】
　前記本体が平面視において一方向に長い矩形の本体であり、該本体の形状に対応して矩
形に形成された前記蓋部の裏側において、前記収容保持部が該蓋部の長手方向に沿って形
成した広い開口を有するポケットとして形成されており、該ポケット状の開口の長手方向
のほぼ中央部には、前記蓋部の裏側の外縁部から延びる係止ベルトの先端部が着脱される
構成としたことを特徴とする請求項１に記載の裁縫道具箱。
【請求項３】
　前記蓋部の内側に一辺が前記本体側に接合され、前記本体上に載置可能とした中蓋状の
押え部材を備えており前記押え部材の裏側には、ポケット状の収納部を設けたことを特徴
とする請求項１または２のいずれかに記載の裁縫道具箱。
【請求項４】
　前記押え部材は、これを開いて、前記蓋部の裏側に当接させた状態で、前記収容保持部
との着脱を解除した前記係止ベルトの先端部が着脱される構成としたことを特徴とする請
求項２または３のいずれかに記載の裁縫道具箱。
【請求項５】
　前記蓋部の裏側の前記収容保持部には、前記広い開口を備えるポケットとは別に、その
上に、該広い開口に対して９０度異なる方向に開く狭い開口を備えた第２のポケットを備
えることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載の裁縫道具箱。
【請求項６】
　前記本体の高さ寸法が、収容物としての裁縫道具のひとつである裁ち鋏の幅寸法よりも
大きくされていることを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の裁縫道具箱。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、主として小学校や中学校に通う児童・生徒が、授業で使用する裁縫道具を収
容して持ち歩くための裁縫道具箱の改良に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　小学校や中学校の家庭科学習においては、裁縫を学習する時間があり、そのため児童・
生徒は、複数の裁縫道具を携行しなければならない。このため、これら裁縫道具を収容し
て持ち運ぶための裁縫道具箱が広く使用されている。
　本出願人自身、特に、種々の裁縫道具を効率良く収容できる該裁縫道具箱を提案して実
用新案登録している。すなわち、これにより、狭い机を利用して行う、学校等の作業にお
いて、机上の限られたスペースを広く有効に使用できるようにしたことを内容とする提案
をしている（特許文献１参照）。
【０００３】
　しかしながら、特許文献１の裁縫道具箱では、多くの裁縫道具を箱本体内の仕切られた
区分エリアに収めることができて、整理上便利であるだけでなく、蓋を開いて吊るせるよ
うにした収納用のボードを折り畳める構成とする等、便利な点が多くあるものの、部品点
数が増えたり、複雑な構造を採用することから製造コストが上昇するという問題があった
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。
　そこで、本出願人は、さらに改良した裁縫道具箱を提案している（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３１０２７５０号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１２５３７７号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献２の裁縫道具箱では、小型で、しかも多くの裁縫道具を収容でき、製造コスト
も低く抑えることができていたが、比較的長尺で重量がある裁縫道具、例えば、裁ち鋏等
を、蓋部の裏側に形成した収容保持部１６に収容している（図２参照）。
　このため、裁縫道具箱の蓋部を開いて、机のへりに近い場所に置くと、開いた蓋部が机
の外縁を超えて延出し、保持した収容物である裁ち鋏等の重量のためにバランスを崩して
該裁縫道具箱が落下することがあるという問題がある。
【０００６】
　よって、裁縫道具箱の蓋部を開いて、机のへりに近い場所に置き、この状態で、収容保
持部１６から重量のある裁ち鋏２１を抜こうとして、作業に失敗すると、上記した落下の
危険がさらに大きくなる。
【０００７】
　そこで、本考案は、多くの裁縫道具を収容可能で、しかも比較的長尺で重量のある裁縫
道具を適切に収納して、狭い机の上でも落下の危険を可能な限り防止できるようにした裁
縫道具箱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的は、第１の考案にあっては、内側に収容空間を有する箱状の本体と、該本体に
対して開閉自在に固定された蓋部とを備え、前記蓋部の裏側に複数の裁縫道具のうちの一
部のものを保持するための収容保持部が形成されており、かつ、前記本体の前記収容空間
の一部を仕切ることにより、前記保持した一部の裁縫道具を移動して、立てた状態で支持
する支持手段を有する裁縫道具箱により、達成される。
【０００９】
　第１の考案の構成によれば、箱状の本体は蓋部で閉じることができる。
　特に、蓋部の裏側を利用して収容保持部を設け、この収容保持部に一部の裁縫道具を収
容するようにしたので、本体だけでなく、それ以外の部分にも裁縫道具を納めることがで
きる。
　さらに、この収容保持部に収容した一部の裁縫道具は、蓋部を開いた状態で、これを取
り出し、本体側に移動させて、該本体に設けた支持手段により立てた状態で支持すること
ができる。
　これにより、狭い机の上にこの裁縫道具箱を置いて、開いた蓋部が机のへりを超えて延
出した場合であっても、蓋部の前記収容保持部からは裁縫道具を取り出しているので、該
蓋部は軽くなっており、反対にこの裁縫道具は本体側に移動させたから、その分本体の重
量は重くなっている。
　このため、本体側が重くなって安定し、裁縫道具箱が机から落下することが防止される
。
　加えて、本体側の支持手段には、該裁縫道具が立てた状態で支持されているので、使用
にあたっては、取り出しや本体への戻しがきわめて容易であり、長尺で重量のある裁縫道
具について、その取り扱いの際に、裁縫道具箱が机から落下することを防止することがで
きる。
【００１０】
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　第２の考案は、第１の考案の構成において、前記本体が平面視において一方向に長い矩
形の本体であり、該本体の形状に対応して矩形に形成された前記蓋部の裏側において、前
記収容保持部が該蓋部の長手方向に沿って形成した広い開口を有するポケットとして形成
されており、該ポケット状の開口の長手方向のほぼ中央部には、前記蓋部の裏側の外縁部
から延びる係止ベルトの先端部が着脱される構成としたことを特徴とする。
　第２の考案の構成によれば、前記収容保持部は、蓋部の長手方向に沿って形成した広い
開口を有しているので、長尺の裁縫道具を収納、あるいは取出しする際に、長手方向に抜
き差しするのではなく、横方向にスライドさせることで、出し入れすることができる。こ
れにより、長尺の裁縫道具の出し入れがきわめて容易となる。
　この場合、前記収容保持部内には、長尺の裁縫道具が横方向にスライドしただけで収容
されているので、前記係止ベルトを止めることで、該長尺の裁縫道具が大きな開口の収容
保持部から出てしまうことを有効に防止することができる。
【００１１】
　第３の考案は、第１または２のいずれかの考案の構成において、前記蓋部の内側に一辺
が前記本体側に接合され、前記本体上に載置可能とした中蓋状の押え部材を備えており前
記押え部材の裏側には、ポケット状の収納部を設けたことを特徴とする。
　第３の考案の構成によれば、中蓋状の押え部材により上から確実に押えた状態で、本体
内部に複数の裁縫道具を収納することができ、該押え部材にもポケット状の収容部を設け
て、この収容部にも一部の裁縫道具を収容するようにしたので、本体や蓋部の収容保持部
だけでなく、それ以外の部分にも裁縫道具を納めることができ、その分全体を小型に形成
することができる。
【００１２】
　第４の考案は、第２または第３の考案の構成において、前記押え部材は、これを開いて
、前記蓋部の裏側に当接させた状態で、前記収容保持部との着脱を解除した前記係止ベル
トの先端部が着脱される構成としたことを特徴とする。
　第４の考案の構成によれば、裁縫道具箱の蓋部を開いて、机の上に置いて使用する場合
に、押え部材を開いた状態で前記係止ベルトにより係止できるので、本体に収容した裁縫
道具を取り扱う上で押え部材が邪魔にならずに、使い勝手が向上する。
　しかも前記係止ベルトは、蓋部の裏側の収容保持部を係止する係止ベルトを兼用できる
ので、その分構成部品の点数を削減できる。
【００１３】
　第５の考案は、第１ないし４のいずれかの考案の構成において、前記蓋部の裏側の前記
収容保持部には、前記広い開口を備えるポケットとは別に、その上に、該広い開口に対し
て９０度異なる方向に開く狭い開口を備えた第２のポケットを備えることを特徴とする。
　第５の考案の構成によれば、前記収容保持部にさらに第２のポケットを設けて、一部の
裁縫道具を収容するようにしたので、本体や蓋部の収容保持部、押え部材の収容部に限ら
ず、それ以外の部分にも裁縫道具を納めることができ、その分全体を小型に形成すること
ができる。
　特に、この第２のポケットは、前記広い開口に対して９０度異なる方向に開く狭い開口
を備えており、長尺物を差し込んでしっかり保持することができる。
　第６の考案は、第１ないし５のいずれかの考案の構成において、前記本体の高さ寸法が
、収容物としての裁縫道具のひとつである裁ち鋏の幅寸法よりも大きくされていることを
特徴とする。
　上記構成によれば、前記本体内の前記支持手段により前記裁ち鋏を横向きに立てて支持
した状態で収容しても、蓋部を完全に閉じることができる。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案は、上述のような構成を有することから、多くの裁縫道具を収容可能で、しかも
比較的長尺で重量のある裁縫道具を適切に収納して、狭い机の上でも落下の危険を可能な
限り防止できるようにした裁縫道具箱を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案の実施の形態に係る裁縫道具箱の概略斜視図。
【図２】図１の裁縫道具箱の蓋部を開いた状態における概略平面図。
【図３】図１の裁縫道具箱の蓋部を開いた状態における概略斜視図。
【図４】図１の裁縫道具箱の蓋部を開いた状態における概略斜視図。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、この考案の好適な実施の形態を添付図面等を参照しながら詳細に説明する。
　尚、以下に述べる実施の形態は、本考案の好適な具体例であるから、技術的に好ましい
種々の限定が付されているが、本考案の範囲は、以下の説明において特に本考案を限定す
る旨の記載がない限り、これらの態様に限られるものではない。
【００１７】
　図１は、本考案の実施の形態に係る裁縫道具箱の概略斜視図、図２は裁縫道具箱の開蓋
状態の概略平面図、図３および図４は、それぞれ裁縫道具箱の開蓋状態の概略斜視図であ
る。
　これらの図を適宜参照しながら、本考案の実施形態を詳細に説明する。
【００１８】
　図１において、裁縫道具箱１０は、全体としてやや細長い矩形の形態であり、箱状の本
体１１と、この本体１１に一体に形成されていて、三辺にファスナー１２を巡らせること
によって、該ファスナー１２により開閉できるようにされた蓋部１４とを備えたポーチ状
の形態である。
　裁縫道具箱１０は、蓋部１４を含めて、その外面が例えば布張りとされており、保持し
た際にも肌触りがソフトで冷たい感触がなく、取り扱いがし易い。あるいは、裁縫道具箱
１０の外面は、エナメル素材等のようなソフトな素材で形成して、触れた時の感触が柔ら
かいものとすることが好ましい。
　また、外面に把手１３が設けられており、これを把持して携行できるようにされている
。
【００１９】
　把手１３は、図１に示すように、本体１１の側面にその長手方向に沿って形成されてい
る。
　あるいは、この把手１３は、蓋部１４の中央部に設けられて、所謂「バニティータイプ
」とされてもよい。
【００２０】
　図１および図３と図４を参照して理解されるように、ファスナー１２を解除して、蓋部
１４を開くと、本体１１の内部が露出される。この状態で、蓋部１４の基部の近傍には、
一辺が蓋部１４の内側に一体に接合され、図３に示すように、本体１１上に載置可能とし
た中蓋状の押え部材１５が設けられている。
　図４はこの押え部材１５をめくった状態を示しており、押え部材１５の下には、本体１
１が有する内部空間Ｓが露出する。
　本体１１は内部に収容空間Ｓを有する矩形の箱状であり、この収容空間Ｓには多くの裁
縫道具がまとめて入れられる。
【００２１】
　一方、収容空間Ｓに入りきらない裁縫道具を、該収容空間Ｓを拡大しないで収容するた
めに、図２および図３に示すように、蓋部１４の裏側に収容保持部１６を設けている。
　具体的には、収容保持部１６は、蓋部１４の長手方向に沿って形成した広い開口２１を
有するポケットとして形成されている。
　すなわち、図３において収容保持部１６は、交差斜線を付した領域Ａと左下がりの平行
斜線を付した領域Ｂを合わせた部分であり、幅の大きな浅いポケット状で、長手方向に沿
った長い開口２１を有している。この部分は、第１のポケットであり、この収容保持部１
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６には、比較的長尺で重量がある裁縫道具である例えば裁ち鋏Ｈが、図２の矢印で示す方
向に横スライドさせて、出し入れされるようになっている。
【００２２】
　さらに、収容保持部１６に重ねて、その上に袋状の第２のポケット２２を備えている。
この第２のポケット２２は、交差斜線の領域Ａの部分であり、その開口２３は、上記収容
保持部１６の開口２１と９０度交差した方向に形成されている。
　ここで、第２のポケット２２には、その中央部で長さ方向に延びる縫い取り部が形成さ
れており、該縫い取り部により区分されたポケット部２２ａ，２２ｂでなる２つのポケッ
ト部を有している。これにより、第２のポケット２２は、２つの小さな開口を持つ２つの
ポケット部２２ａ，２２ｂからなり、裁縫道具は、それぞれのポケット部２２ａ，２２ｂ
に対して、開口２３から、図３の矢印で示す方向に沿って、出し入れされるようになって
いる。
【００２３】
　ここで、蓋部１４の外側縁部には、短冊状の係止ベルト２４の一端が固定されている。
係止ベルト２４は、例えば布製である。この係止ベルト２４の先端２４ａには例えば面フ
ァスナーのオス部材等でなる係止手段が設けられている。係止ベルト２４の長さは、先端
２４ａが収容保持部１６の開口２１縁部に達する程度とされている。そして、開口２１の
縁部には、例えば、布により舌片部２５が突出形成されており、その表面には面ファスナ
ーのメス部材等でなる被係止手段が設けられている。これにより、係止ベルト２４は、舌
片部２５に対して着脱されるようになっている。
　なお、係止ベルト２４は、図４に示されているように、蓋部１４側に倒された押え部材
１５の裏側の側縁部に設けられた別の被係止部２６にも着脱できるようになっている。
【００２４】
　図３に示すように、押え部材１５の表側にもポケット状の収納部１７が形成されている
。この収納部１７は、蓋部１４の裏の収容保持部１６と同様に、長手方向に沿って形成し
た開口１７ａを備えており、開口幅が広く、深さは浅い袋状となっている。
　ポケット状の収納部１７は、例えば、裁縫用の小物類等を挟み込むようにして収納する
のに適している。
【００２５】
　図４を参照する。
　図において、押え部材１５は、蓋部１４側に倒して、裏側には上記した係止ベルト２４
が固定されることで、該押え部材１５が動かないようになっている。
　この状態で、本体１１の内側が露出されており、その構造が示されている。
　図において、本体１１の内部の奥側には、支持手段３１が形成されている。この支持手
段３１は、例えば、本体１１の収容空間Ｓを仕切る仕切りとされている。
【００２６】
　具体的には、本体１１の収容空間Ｓにおいて、奥側のスペースを奥行き１ないし２セン
チメートル程度に、長手方向に沿って仕切る低い仕切り壁が支持手段３１として形成され
ている。
　これにより収容空間Ｓは奥側の空間Ｓ１と、残りの空間Ｓ２に分割される。
　空間Ｓ１は、長さが本体１１の長手方向の寸法と一致する長くて幅の狭い空間である。
この空間Ｓ１には、例えば、裁ち鋏Ｈが、これを横に向けて立てた状態で収容される。
【００２７】
　つまり、図２で説明したように、収容保持部１６に収められていた裁ち鋏Ｈは、矢印方
向に沿ってスライドさせて取出され、図４のように、支持手段３１の仕切る空間Ｓ１に横
向きで立てた状態で配置される。
　これにより、蓋部１４が、例えば机のへりから外に延出していても、重量物である裁ち
鋏Ｈが蓋部１４から取出されているため、そして、それが本体１１側に移されているため
に、裁縫道具箱１０は容易に机から落下することがない。
　しかも、裁ち鋏Ｈは、空間Ｓ１内で、横向きに立てた状態で支持されているから、取出
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しやすく、使用後も戻しやすい。つまり、作業中（授業中）は、裁ち鋏Ｈは、支持手段３
１によりスタンバイ状態で支持されることができる。
　さらに、空間Ｓ２に収容される他の裁縫道具は、支持手段３１により収容空間Ｓ内で押
えられることになり、収容状態が安定する。
【００２８】
　本実施形態は以上のように構成されており、裁縫道具箱１０の箱状の本体１１は蓋部１
４で閉じることができ、中蓋状の押え部材１５により上から確実に押えた状態で、本体１
１の収容空間Ｓに複数の裁縫道具を収納することができる。
　また、図２に示すように、蓋部１４の裏側を利用して収容保持部１６を設け、この収容
保持部１６に例えば裁ち鋏Ｈを収容するようにした。これにより、本体１１の収容空間Ｓ
だけでなく、それ以外の部分にも裁縫道具を納めることができ、その分裁縫道具箱１０全
体を小型に形成することができる。
【００２９】
　また、収容保持部１６に収容した裁ち鋏Ｈは、図４で説明したように、蓋部１４を開い
た状態で、これを取り出し、本体１１側に移動させて、支持手段３１により、空間Ｓ１内
に横向きに立てた状態で支持することができる。
　これにより、狭い机の上にこの裁縫道具箱１０を置いて、開いた蓋部１４が机のへりを
超えて延出した場合であっても、蓋部１４の収容保持部１６からは重い裁ち鋏Ｈを取り出
しているので、該蓋部１４は軽くなっており、反対にこの裁ち鋏Ｈは本体１１側に移動さ
せたから、その分本体の重量は重くなっている。
　このため、本体１１側が重くなって安定し、裁縫道具箱１０が机から落下することが有
効に防止される。
　加えて、本体１１側の支持手段３１には、裁ち鋏Ｈが、横向きに立てた状態で支持され
ているので、使用にあたっては、取り出しや本体１１への戻しがきわめて容易であり、長
尺で重量のある裁ち鋏Ｈについて、その取り扱いの際に、裁縫道具箱１０が机から落下す
ることを有効に防止することができる。
【００３０】
　さらに、本体１１は、図２等で理解されるように、平面視において一方向に長い矩形の
本体であり、この本体１１の形状に対応して矩形に形成された蓋部１４の裏側において、
収容保持部１６が蓋部１４の長手方向に沿って形成した広い開口２１を有するポケット（
第１のポケット）として形成されている。しかも、このポケット状の開口２１の長手方向
のほぼ中央部には、蓋部１４の裏側の外縁部から延びる係止ベルト２４の先端部２４ａが
着脱される構成とされている。
　このため、蓋部１４の長手方向に沿って形成した広い開口２１を利用することで、長尺
の裁ち鋏Ｈを、収容保持部１６に対して収納、あるいは取出しする際に、長手方向に抜き
差しするのではなく、図２の矢印で示すように、横方向にスライドさせることができる。
これにより、裁ち鋏Ｈの出し入れがきわめて容易となる。
　特に、収容保持部１６内には、裁ち鋏Ｈは横方向にスライドしただけで収容されている
ので、係止ベルト２４を止めることで、裁ち鋏Ｈが大きな開口２１の収容保持部１６から
出てしまうことを有効に防止することができる。
【００３１】
　さらに、押え部材１５にもポケット状の収容部１７を設けて、この収容部１７にも一部
の裁縫道具を収容するようにしたので、本体１１や蓋部１４の収容保持部１６だけでなく
、それ以外の部分にも裁縫道具を納めることができ、その分、裁縫道具箱１０全体を小型
に形成することができる。
【００３２】
　また、裁縫道具箱１０の蓋部１４を開いて、机の上に置いて使用する場合に、図４に示
すように、押え部材１５を開いた状態で係止ベルト２４により係止できるので、本体１１
に、横向きに立てて保持した裁ち鋏Ｈを取り扱う上で押え部材が邪魔にならずに、使い勝
手が向上する。
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　しかも係止ベルト２４は、図３で説明したように、蓋部１４の裏側の収容保持部１６の
開口２１が開かないように係止する係止ベルトを兼用できるので、その分構成部品の点数
を削減できる。
　また、収容保持部１６にさらに第２のポケット２２を設けて、一部の裁縫道具を収容す
るようにしたので、本体１１や蓋部１４の収容保持部１６、押え部材１５の収容部１７に
限らず、それ以外の部分にも裁縫道具を納めることができる。
　特に、この第２のポケット２２は、２つのポケット部２２ａ，２２ｂを備え、収容保持
部１６の広い開口２１に対して９０度異なる方向に開く狭い開口２３を備えており、各ポ
ケット部２２ａ，２２ｂにそれぞれ長尺物を差し込んでしっかり保持することができる。
　さらに、各２つのポケット部２２ａ，２２ｂについて、それぞれ収納すべき裁縫道具を
予め決めて使用することもできる。そのようにすることで、裁縫道具の収納整理の効率が
向上するだけでなく、使用後に、各ポケット部２２ａ，２２ｂを自ら確認し、あるいは教
師などが確認させることで、裁縫道具の片づけ忘れを防止する効果もある。
【００３３】
　本考案は、上述の実施の形態に限定されるものではない。
　例えば、全体形状は矩形からより丸みを帯びた形状等にすることができる。
　本体１１の内部により多くの収納部を形成することも可能であるし、収納部の一部を省
略することもできる。
　収容保持部１６や第２のポケット２２は、図示の形態よりも大きくしてもよいし、形状
を変えてもよい。
　支持手段３１は、図４では低い壁状に形成した例を示しているが、同様の作用を発揮す
るものであれば、収容空間Ｓ内に起立するボス等で形成してもよく、あるいは棒状のもの
で区切って、同等の作用を発揮させるようにしてもよい。
　上記実施形態の構成その一部を省略して、上述の説明で言及することのない他の構成と
組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００３４】
　１０・・・裁縫道具箱、１１・・・本体、１２・・・ファスナー、１４・・・蓋部、１
５・・・押え部材、１６・・・収容保持部、１７・・・収納部、２４・・・係止ベルト、
３１・・・支持手段、Ｓ・・・収容空間、Ｓ１・・・空間、Ｓ２・・・空間
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